
鯉
籍
領
と
武
士

第
二
十
七
巻
　
第
聡
號

墾
酬

國
衙
領
と
武
士

清

水

三

男

　
從
來
の
逓
読
に
よ
る
と
、
手
輿
末
に
至
っ
て
墨
黒
が
濫
立
さ
れ
、
金
國
至
る
所
志
土
で
な
い
所
は
な
い
と
い
ふ
有
檬
に
な
り
、
國
衙
領

は
た
と
ひ
残
存
し
た
と
し
て
も
黙
し
く
難
園
化
し
、
殆
ん
ど
蕪
領
と
毛
質
、
上
饗
ら
な
い
欣
態
に
化
し
、
從
っ
て
わ
が
國
中
世
の
地
方
制
度

は
蕪
園
の
研
究
を
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
て
來
た
。
之
は
あ
る
黙
迄
正
し
い
事
で
あ
っ
た
が
、
恩
ふ
に
そ
の
根
抵

に
は
西
洋
中
世
史
の
知
識
が
背
後
に
あ
っ
て
、
手
躍
的
に
我
國
の
中
世
を
研
究
す
る
前
に
既
に
中
世
瀧
會
は
蕪
園
制
度
の
時
代
で
あ
る
と

い
ふ
事
を
確
信
し
て
、
専
ら
其
に
符
合
す
る
檬
な
材
料
に
の
み
濾
意
し
、
甚
だ
し
く
荘
園
の
持
つ
意
昧
を
愚
重
に
評
債
も
、
實
際
以
上
に

嬢
大
し
て
西
洋
中
冬
史
の
．
知
識
に
適
合
さ
せ
過
ぎ
て
來
た
親
が
あ
る
。
だ
か
ら
鎌
倉
時
代
の
國
衙
領
起
注
意
す
る
入
が
あ
っ
て
も
、
之
を

輩
に
律
令
制
の
蓬
存
と
し
て
の
み
考
究
し
、
そ
れ
が
古
く
し
て
常
に
新
し
く
更
生
し
て
生
き
て
來
た
積
極
面
を
見
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
假
に
蕪
園
の
や
う
な
私
的
な
雷
は
ゴ
個
人
の
財
産
と
見
傲
さ
れ
た
土
地
が
殆
ん
ど
単
身
を
掩
う
た
と
考
へ
れ
ば
、
そ
の
や
う

な
時
代
は
私
的
な
個
入
的
な
動
き
の
み
か
ら
域
り
、
公
的
な
國
籔
的
な
仕
事
・
は
如
何
に
し
て
途
行
し
得
た
か
、
甚
だ
疑
は
し
く
な
っ
て
く

（358）



る
。
た
と
へ
律
令
制
に
よ
る
地
方
制
度
は
嚢
へ
の
色
を
見
せ
た
と
し
て
も
、
荘
領
化
し
私
的
關
係
に
押
流
さ
れ
た
外
観
を
取
っ
た
と
し
て

も
地
方
生
活
の
公
的
野
際
が
常
に
何
等
か
の
形
で
存
在
し
な
け
れ
ば
、
懸
家
生
浩
は
保
持
さ
れ
な
い
。
園
．
家
．
秩
序
は
地
方
生
活
の
安
定
を

基
礎
と
し
て
確
保
さ
れ
た
筈
で
あ
り
、
園
芸
螂
の
制
は
元
の
律
令
制
の
鰹
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
國
家
の
土
憂
骨
と
し
て
張
圏
に
地

方
生
活
の
規
制
者
と
し
て
常
に
動
か
瞭
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
之
を
不
動
の
も
の
と
し
て
維
持
し
た
中
心
勢
力
が
武
士

で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
私
の
結
論
で
あ
る
。

　
武
士
が
僧
園
の
中
か
ら
獲
生
し
て
、
惰
弱
化
し
た
公
卿
の
政
治
に
代
っ
て
、
新
し
い
カ
を
以
て
わ
が
國
政
治
靴
會
の
…
罐
構
を
建
直
し
た

事
は
今
更
雷
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
武
士
の
政
治
が
地
方
に
於
い
て
如
何
に
現
れ
た
か
、
賑
郡
郷
と
蕪
領
の
中
か
ら
武
士
は
ど
ん
な
地
方
鋼

度
を
確
立
し
た
か
、
寡
聞
に
し
て
未
だ
そ
の
十
分
な
研
究
の
あ
る
講
を
知
ら
な
い
。
即
ち
地
頭
や
守
護
が
國
郡
諸
君
と
ど
ん
な
に
結
ば
れ

て
み
た
か
、
甚
だ
曖
昧
模
糊
と
し
た
歌
態
に
放
置
さ
れ
、
た
f
蕪
闘
が
中
世
國
家
の
重
要
な
置
石
要
素
で
あ
の
、
武
士
は
地
頭
を
通
じ
て

荘
領
を
侵
略
す
る
と
、
軍
に
武
士
の
利
欲
的
行
動
を
通
じ
て
理
解
し
よ
づ
と
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
上
番
の
如
く
翠
に
か
、
る
欄
人
的
な

欲
鰹
に
よ
っ
て
の
み
、
政
治
が
遜
行
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
國
民
生
活
の
安
定
は
一
日
も
維
持
さ
れ
す
、
頼
朝
の
天
下
六
甲
の
功
も
現
れ
得

な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
武
士
の
行
動
は
軍
な
る
私
欲
に
基
づ
く
も
の
で
な
く
、
地
方
の
治
安
の
維
持
春
青
磁
者
と
し
て
の
公
的
な

面
の
途
行
が
牛
乳
明
確
に
自
己
の
任
務
と
し
て
自
答
さ
れ
て
る
た
と
考
へ
な
け
れ
ば
了
解
で
き
な
い
。
武
士
が
か
ユ
る
費
務
を
果
し
た
と

し
た
ら
、
武
士
と
地
方
制
度
の
欄
係
は
新
た
な
検
討
を
要
す
る
問
題
と
な
O
、
種
令
制
に
よ
る
地
方
制
度
と
し
て
の
國
郡
郷
里
が
武
士
に

よ
っ
て
如
何
に
受
糠
が
れ
、
新
生
さ
れ
た
か
は
興
殊
あ
る
問
遜
と
化
し
て
煮
る
の
で
あ
る
。
小
稿
執
筆
の
動
機
は
如
上
の
岡
題
提
出
に
あ

　
　
　
關
祷
領
と
弐
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
幸
七
巻
　
策
聡
號
、
　
　
険
…
嵩
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二

　
高
野
山
砂
書
第
四
醗
一
一
一
官
宣
旨
案
所
玉
響
承
二
年
正
月
昔
五
礒
の
左
舞
官
下
文
に
紀
伊
國
に
於
け
る
蕪
鳳
領
の
．
蟻
加
の
勢
ぴ
を

記
し
て
、
毎
郡
十
分
の
八
九
は
既
に
庄
領
で
あ
り
、
公
地
影
干
も
な
い
と
あ
る
事
は
よ
く
蕪
幽
を
論
ず
．
る
際
に
引
用
さ
れ
る
所
で
あ
る
が

果
し
て
全
國
が
第
安
末
以
後
か
う
し
た
歌
態
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
費
誰
さ
れ
て
る
る
わ
け
で
は
な
い
。
試

み
に
文
杢
年
譲
國
惣
事
業
馨
十
号
、
）
護
る
蕪
異
百
三
町
八
反
三
百
去
歩
な
る
鋳
し
、
慮
蕾
即
ち
犠
は
奢

四
十
三
町
五
反
百
五
十
歩
で
、
寧
ろ
國
領
の
方
が
蕪
領
よ
り
や
エ
多
い
。
叉
釜
田
家
什
書
函
十
五
這
這
牧
貞
、
慮
二
年
三
月
石
見
國
注
公
惣

田
儀
涯
文
に
よ
る
と
、
庄
領
六
百
三
十
八
町
四
反
に
柔
し
、
公
領
八
百
三
十
七
町
六
反
三
百
歩
で
、
闘
衙
領
が
遙
か
に
蕪
領
を
越
え
て
み

る
。
こ
の
や
う
に
そ
の
内
容
如
何
は
別
と
し
て
も
、
と
に
か
く
國
衙
領
が
從
山
窟
へ
ら
れ
た
如
く
、
荘
園
に
侵
略
さ
れ
て
殆
ん
ど
消
滅
し

た
と
丈
字
通
り
受
取
る
纂
は
到
抵
不
可
能
で
あ
る
。
か
Σ
る
國
領
の
存
在
が
鎌
倉
の
地
頭
に
壷
掘
地
頭
や
村
地
頭
が
、
蕪
地
頭
に
誼
ん
で

甚
だ
多
い
有
力
な
原
因
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
言
へ
ば
遊
園
重
恩
の
立
場
を
守
ら
う
と
す
る
人
は
、
前
立
若
狭
國
惣
雄
勝
三
等
に

逸
話
を
掴
へ
、
直
領
と
織
す
る
も
の
が
荘
園
と
報
似
た
纏
域
を
持
ち
、
國
霜
の
私
領
化
し
て
み
た
事
、
鰹
副
の
有
名
無
實
化
等
を
以
て
反

駁
し
て
來
る
で
あ
ら
う
．
、
先
づ
國
罰
の
無
力
化
が
直
ち
に
國
衙
領
の
無
仁
義
を
意
味
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
實
際
に
就
い
て
考
へ
薩
し
て

（3（ゆ

　
　
　
闘
衙
領
と
武
ド
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
嵩
牽
七
釜
　
虚
蝉
號
　
　
　
㈱
澱

衝
が
、
未
だ
そ
の
十
分
な
解
決
に
撫
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
軍
に
鎌
倉
時
代
以
後
の
幽
衙
領
研
究
の
意
義
を
鳴
出
し
、
從
來
の
蕪
畷
過
重

評
債
の
風
に
反
省
を
促
が
し
た
い
と
い
ふ
に
す
ぎ
な
い
。



み
た
い
b

中
原
一
層
の
日
記
、
蕨
和
三
年
五
月
骨
一
廊
の
條
に
帥
公
秀
卿
よ
り
先
年
上
よ
り
お
．
預
り
の
播
磨
近
江
｝

野
洲
郡
の
耳
門
．
帳
を
下
さ
れ
た
い
と
い
ふ
の
で
、
之
を
這
は
さ
れ
た
と
見
え
、
叉
更
に
下
っ
て
看
聞
御
記
｛

八
ケ
年
↓
慶
ハ
の
・
闘
凹
噺
四
絵
憎
圧
－
か
此
年
偲
掴
瞳
帽
國
で
行
は
れ
た
帯
禦
か
“
記
さ
れ
て
み
る
。
　
こ
の
國
は
伏
見
｛
呂
御
記
…

分
國
た
る
べ
き
皆
の
新
院
御
方
御
書
に
鋤
す
る
花
園
天
皇
御
返
書
が
牧
め
ら
れ
て
る
る
如
く
、
持
明
院
統
…

建
武
申
興
に
際
し
、
　
一
旦
牧
公
さ
れ
、
や
が
て
叉
伏
見
宮
讃
に
徳
へ
ら
れ
た
。
而
し
て
そ
の
棲
分
國
に
於

に
至
る
ま
で
園
衙
検
津
の
事
が
行
は
れ
て
る
た
の
で
あ
る
か
・
り
、
　
一
門
に
國
葡
領
が
中
世
後
期
に
有
名
無
…

で
き
な
い
、
猫
か
Σ
る
例
が
決
し
て
稀
有
の
特
例
と
し
て
片
附
け
る
事
の
出
來
な
い
事
は
、
東
寺
丈
書
（
櫨

二
日
左
購
官
下
草
に
安
藝
國
を
東
寺
修
造
の
料
厨
と
し
て
寄
叢
に
な
っ
た
か
ら
．
に
は
、
諸
郡
螂
地
頭
守
護
・

均
國
楡
を
途
ぴ
る
べ
き
事
を
、
詞
國
守
藤
原
行
騰
の
解
に
從
っ
て
仰
下
し
て
居
O
、
又
伺
曝
書
’
射
之
部
祈
心

國
に
下
し
た
左
辮
官
下
文
に
も
諸
思
郷
畢
均
心
墨
を
途
ぴ
る
べ
き
事
が
令
せ
ら
れ
て
る
る
。
勿
論
こ
の
二
・

衙
が
國
内
網
田
を
瞬
々
鍵
絶
し
た
誰
と
は
鴛
へ
な
い
が
、
髄
脳
と
い
ふ
纂
は
蕪
園
鯛
に
於
い
て
、
各
藍
蔭
口

行
ふ
如
き
事
は
考
へ
得
ら
れ
す
、
闘
衙
に
し
て
始
め
て
考
へ
得
る
事
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
た
・

も
、

國
楡
に
限
ら
幽
す
べ
て
一
軒
発
灘
の
統
　
的
な
仕
懸
は
鎌
倉
蒔
代
以
後
も
掌
骨
を
乱
心
に
行
は
れ
た
…

顯
惣
購
徽
帳
・
揚
州
象
留
書
の
石
割
國
庄
公
惣
田
脚
注
交
．
典
他
建
久
八
年
薩
罐
顯
陸
田
帳
等
に
し
て
も
、
…

醜
籍
領
と
武
庶

第
二
十
竜
巻
嬉
階

笙
挙
一｛：：し行、い

巻てはて各
嬉

　．睡る領力者九由斯つ前る冊年岡脳力。がしも年σ）牧ナこ述御にヨ£ill・1
瓢に前如てに八募永との領播月旦　i基掲何一一・p・一鎌月を仁．は如で州二の
　づ文に國倉十停五簡くあ事日内　く永増の博四め年所こ蜜つ新の’
・活の大検代Hて九に町た院條近　動藷し田の佐’月華．蒔がのに江　と独てを國渡1『挙十明代’御は隊1
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附
鋳
領
と
細
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笙
芋
奮
巻
第
繊
盤
　
鰻
六

認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
等
の
背
後
に
守
謹
の
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
守
護
と
し
て
麟
検
を
行
っ
た
の
で
な
く
、
園
衙
の
名
に
よ
っ

て
行
っ
た
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
・

　
更
に
郡
朔
の
勢
力
も
決
し
て
早
く
喪
失
せ
て
了
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
南
騨
寺
丈
書
京
大
新
心
学
第
二
冊
所
牧
丈
書
に

　
南
灘
寺
領
遠
江
國
初
倉
庄
井
新
所
郷
役
夫
工
米
纂
可
爲
京
孟
母
鰯
鮨
也
霜
被
得
其
金
牛
如
件

　
　
　
　
牽
月
十
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕨
　
　
　
徳
　
（
花
挿
）

　
　
　
鄭
剃
御
中

と
あ
り
、
叉
京
都
井
關
次
郎
氏
所
藏
交
書
に

姦
悪
跡
領
導
讐
上
意
円
三
蒋
御
公
用
盆
嚴
響
藁
葺
縦
軸
先
度
被
威
薯
馨
事
嚢
郡
役
箒
以
圃

　
無
沙
汰
云
次
（
中
略
）

　
　
　
　
丈
明
三
後
八
月
廿
七
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
能
　
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
　
　
宗
　
制

　
　
　
衣
笠
右
京
亮
殿

　
　
　
横
山
精
刀
亟
殿

と
あ
り
、
國
衙
の
正
視
課
役
が
郡
瑚
を
通
し
て
窒
町
時
代
に
至
る
ま
で
徴
納
さ
れ
て
る
る
例
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
鎌
倉
時
代

以
後
の
國
郡
の
役
所
は
全
た
く
蕪
領
や
地
頭
に
揉
躍
さ
れ
て
無
活
動
に
濡
し
た
の
で
は
な
い
。
其
事
は
國
分
寺
・
一
宮
等
の
謹
製
の
存
外



に
よ
っ
て
も
亦
窺
ひ
知
る
事
が
繊
來
る
．

　
即
ち
そ
の
一
例
と
し
て
出
雲
干
象
丈
書
所
牧
建
長
元
年
経
塚
出
雲
國
司
の
杵
築
大
慈
御
遜
宮
紳
事
儀
式
次
第
淫
丈
が
あ
る
が
、
之
に
よ

る
と
御
纒
宮
祭
に
行
諏
れ
る
流
鏑
馬
十
五
番
の
中

　
一
番
　
左
國
司
朝
山
膚
衛
門
尉
勝
部
富
綱

　
二
番
　
守
護
所
隠
岐
二
郎
左
需
門
尉
源
泰
、
清

　
三
番
　
大
東
北
南
同
飯
田
纏
燐
此
等
地
頭

以
下
各
郷
地
頭
等
が
奉
仕
し
、
粗
撲
は
先
例
に
よ
る
と
各
郷
に
割
當
て
る
筈
の
所
、
豊
玉
よ
の
雇
っ
て
行
ふ
事
に
な
っ
た
旨
を
濾
し
て
次

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
。
）

　
留
守
漸
分
一
入
　
　
細
公
所
別
営
分
一
入

　
在
國
司
一
人
　
　
　
須
佐
郷
一
入

以
下
元
郷
名
を
摯
け
、
叉
東
遊
の
舞
入
十
八
入
の
全
在
聴
八
人
、
書
生
二
人
、
陪
並
等
入
の
内
、
在
磨
二
入
、
・
書
生
二
入
、
國
掌
二
人
と

記
し
、
こ
の
塵
事
が
國
翻
意
磨
宮
大
等
と
守
護
地
頭
の
協
力
に
よ
り
、
國
唇
側
主
催
の
下
に
途
行
さ
れ
た
事
を
知
る
。
郎
ち
律
令
制
度
の

弛
魔
に
か
エ
は
ら
す
、
一
蹴
の
祭
祀
の
必
要
は
毫
も
蔓
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
之
を
行
ふ
に
は
國
衛
の
如
き
糠
威
が
常
に
必
要
で
あ
り
、
實

際
昔
の
や
う
な
盛
大
さ
は
失
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
國
に
於
い
て
國
切
や
在
磨
官
人
に
よ
っ
て
糠
綾
さ
れ
た
事
が
前
蓮
丈
永
の
若
狡
國

惣
田
数
帳
に
も
舞
入
・
陪
從
の
分
田
を
入
給
闘
と
し
て
鳴
し
て
み
る
事
の
原
國
で
あ
ら
う
。

　
　
　
國
衙
、
領
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
巷
　
嬉
閥
號
　
　
　
照
七

（36：S　）



　
　
合

羅
皮
五
十
一
枚

　
（
中
　
略
）

責
光
名
四
十
二
町
五
贋
六
十
歩

三

　
同
離
丁
閏
井
一
嘗
鷹
山
雪
の
鑑
識
示
に
よ
る
と
、
　
…
取
計
診
寺
家
本
一
鼻
中
右
畠
記
部
瀟
一
記
－
…
第
十
六
年
吟
行
蹴
り
一
身
設
囚
た
隅
る
一
瓢
描
本
の
・
甲
に
は
雫
｛
烈
士
爪
囲
儒
創

領
の
内
容
を
知
る
好
遮
の
記
載
が
兇
え
る
。
其
｝
部
を
摘
記
し
て
示
せ
ば

油
進
　
仁
安
元
年
追
々
雑
物
進
未
事

（36め

　
　
　
照
籍
領
と
武
漁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
巻
　
第
騰
號
　
　
　
悶
八

　
要
す
る
に
鎌
愈
以
後
の
麟
術
領
に
は
從
來
考
へ
ら
れ
た
よ
り
根
強
、
く
、
且
實
際
的
機
能
を
有
し
た
も
の
が
あ
り
、
箪
に
律
令
制
の
一
鍵

存
と
し
て
そ
の
形
骸
が
次
の
時
代
に
及
ん
だ
も
の
で
な
か
っ
た
婁
を
感
℃
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
こ
の
や
う
な
既
に
そ
の
儘
の
律
令
制
で

は
な
い
醐
舞
領
が
ど
の
や
う
な
内
部
構
造
を
有
し
た
か
を
見
る
事
に
よ
っ
て
、
如
上
の
見
解
を
次
．
第
に
よ
り
深
く
立
乏
し
、
具
縫
的
な
も

の
に
し
て
行
き
た
い
と
思
ふ
。
さ
う
す
れ
ば
蕪
園
遇
重
の
見
解
に
立
っ
て
、
翼
翼
領
を
蕪
園
の
薦
饗
種
に
す
ぎ
ぬ
も
の
と
し
て
輕
親
黙
殺

す
る
從
來
の
傾
向
を
批
鋼
す
る
事
に
も
な
り
得
る
と
思
ふ
。



闘
需
領
と
武

丁

郡
周

分

　　公

一里
丁　二
　　町
國　内
佃

丁

聴
分
閏

爺

略
）

　
志
だ
田
一
町
五
反
六
十
歩

…
鍮
鮒
郡
田
百
二
十
八
町
三
反
四
十
歩

郷
謂
四
十
分
内
佃
一
丁
門
當
米
口

　　　　　　　石
　　　除2浦
一　三　田　行娼

丁丁八肇作　　　町　　　田
上．　　　　　　九
分　串　反　　町
田恭　　　七
分　講　　　　　　　反
　　田　　　　　六
　　　　　　　十
　　　　　　　歩

丁
二
反

同
宮
彼
岸
田

丁

同
宮
朔

審

　六
肇＋
　歩

　幡

　憂

國翼
細　十
　　穴
五　歩
反

雷
蓬
給
六

二
奎
豊
田

本
田
十
憎
響
六
反
穴
十
歩

新
闘
九
反

第
二
÷
七

墨

描

（3Gの



　
　
　
隅
籍
簸
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
第
欄
號
　
　
瓢
○

　
　
（
下
　
略
）

と
あ
り
、
飛
隠
蟹
釜
田
郡
に
は
麻
生
郷
・
正
包
名
・
得
水
郷
・
川
上
郷
・
袷
漁
村
・
山
田
郷
長
が
認
‘
o
つ
て
、
國
郡
郷
の
三
階
段
の
下
に
、

ほ
ゴ
郷
を
基
礎
と
し
て
國
衙
領
が
域
立
っ
て
居
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
得
る
。
其
に
慮
じ
て
囲
三
才
司
郷
瑚
が
そ
れ
み
＼
地
方
に
於
い
て

領
主
的
な
地
位
を
確
保
し
て
み
た
事
が
、
上
掲
丈
書
の
國
佃
・
鷹
分
田
・
郡
瑚
分
な
る
佃
の
存
す
る
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
焼
畑
の
佃

の
存
し
た
事
も
同
丈
書
中
得
永
郷
田
の
宮
田
を
繋
げ
て
み
る
中
に
「
四
段
　
郷
黒
闇
」
と
あ
る
窮
に
よ
O
知
ら
れ
、
有
名
な
尾
張
國
郡
司
百

姓
等
解
に
総
元
命
朝
庫
が
郡
捌
百
姓
等
に
地
面
町
を
強
い
作
ら
せ
た
と
の
訴
歌
の
一
條
が
百
合
は
さ
れ
る
。
元
命
の
揚
含
の
如
き
不
法
は

論
外
と
す
る
も
、
郷
，
周
ま
で
が
佃
を
簿
つ
た
察
は
恐
ら
く
當
時
一
般
の
風
で
あ
っ
て
、
國
郡
司
郷
司
に
至
る
迄
、
輩
な
る
地
方
嘗
で
は
な

く
、
地
方
の
領
主
・
き
し
く
は
地
主
化
し
て
み
た
購
は
疑
ひ
な
い
漸
で
あ
る
。
而
し
て
同
書
所
心
落
下
血
未
進
腰
丈
の
断
簡
と
恩
は
れ
る
｝

丈
書
に
　
　
　
．

　
一
鷹
分
物
未
進
　
目
代
得
分
物

　
　
　
在
臆
薯
手
布
未
進

　
　
　
八
賀
麟
疋
包
一
段
　
　
重
遠
二
段
　
　
（
中
略
）

　
　
郷
分
薯
手

　
　
　
小
路
郷
四
段
　
山
照
郷
一
段

　
　
　
吉
守
名
一
段

（　；366　）



購
籍
額
と

武

漁

笙

不
七

第
蹴
號

瓢

と
町
じ

と
恩
は
れ
る
同
様
注
文
の
噺
簡
に
直
行
・
末
学
鰹
の
納
米
と
並
ん
で
、
和
佐
村
・
楠
見
村
な
ど
の
散
見
す
る
審
は
、
根
津
嘉
一

次
に
九
條
寂

麺
離
塁
裏
文
書
所
牧
永
承
四
年
紀
伊
園
納
米
注
文
に
民
間
と
し
て
俘
安
丸
。
問
古
墨
・
同
貞
直
等
の
納
米
を
記
し
、
之

る
地
位
に
あ
っ
た
事
を
惣
は
せ
る
。

同
性
質
．
で
あ
φ
、
墨
磨
箸
入
は
軍
に
私
領
と
し
て
之
を
保
有
し
た
ゴ
け
で
な
く
、
同
時
に
そ
の
地
方
の
有
力
者
と
し
て
國
郡
郷
を
代
表
す

失
ひ
、
耕
傳
の
私
領
化
し
た
事
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。
葡
し
て
こ
の
奏
上
分
は
前
掲
中
右
記
部
類
記
裏
書
に
払
え
・

佃
や
在
磨
仙
と

れ
て
る
た
事
を
知
る
。
謹
製
と
て
も
國
司
に
は
そ
の
職
倒
が
存
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
御
館
．
分
田
と
樗
せ
ら
れ
る
蒔
、
既
に
公
的
性
質
を

　
御
徽
…
分
田
三
町
四
段
百
二
十
歩

と
あ
る
事
等
に
よ
っ
て
、
雫
安
末
に
は
一
般
に
闘
衙
領
の
中
に
…
國
祠
糊
代
廠
磨
官
入
墨
の
直
領
が
特
に
設
定
さ
れ
、
他
の
公
田
と
麗
別
さ

（　；一；　67　）

大
寺
丈
書
所
牧
天
治
二
年
伊
賀
國
名
張
郡
國
槍
臼
録
に

と
あ
り
、
紀
伊
國
牧
納
所
永
承
三
年
納
米
濾
丈
解
に

御
鮎
犠
入
千
六
百
十
五
束
八
把
七
パ
分

辱

と
あ
り
、
扶
桑
略
記
永
保
二
年
十
月
十
七
日
の
條
に
熊
野
出
が
尾
張
國
導
入
を
殺
入
の
故
を
以
て
訴
へ
た
記
事
、
根
津
鎌
一
郎
氏
漸
藏
東

の
國
か
不
明
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
築
安
末
の
某
國
樗
の
注
文
に

　
御
舘
人
之
名
准
穎
二
千
三
百
冊
一
束
七
把
八
分

と
あ
る
如
く
、
瞬
代
は
在
韓
官
人
を
從
へ
、
還
郷
や
名
主
を
從
へ
て
る
た
。
逸
事
嫁
本
郷
蘭
学
裏
文
書
第
八
巷
蔓
に
は
前
後
敏
落
し
て
侮



　
　
　
麟
衙
領
と
武
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
工
十
七
巻
　
鱗
嘉
穂
　
　
　
蹴
嵩

鄭
氏
藏
東
大
寺
丈
書
に

　
東
大
寺
白
米
納
所
返
抄
　
十
市
郡
西
郷

　
　
検
納
大
佛
供
白
米
難
斗
事

　
　
　
　
　
　
　
爾
力
）

　
右
白
米
去
年
新
財
吉
茂
名
所
匙
検
納
如
件
故
返
抄

　
　
　
長
保
参
年
八
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
　
口
　
（
花
紳
）

と
見
え
る
例
と
比
較
す
る
時
、
俘
安
丸
等
民
間
百
姓
が
漸
や
く
名
主
化
し
、
郷
田
は
之
等
名
主
の
下
に
あ
り
、
國
灘
郡
司
は
之
等
名
主
を

結
集
せ
し
め
て
み
た
一
勢
力
で
あ
っ
た
事
を
葱
像
せ
し
め
る
。
例
へ
ば
入
來
院
丈
書
九
薩
廉
國
建
久
八
年
の
隅
田
擾
に

　
．
公
領
百
四
十
二
町
内
湊
営
郷
領
　
　
　
　
地
頭
干
葉
介

　
　
藩
’
士
隠
）
…
二
十
認
ハ
町
（
鳥
津
御
庄
寄
郡
）
　
太
一
郡
司
一
樂
師
丸

　
　
蒔
吉
十
八
町
　
（
」
）
　
　
　
　
　
　
　
名
主
在
聴
道
友

　
　
得
（
末
）
工
町
　
（
同
）
　
　
　
　
　
　
名
主
肥
後
葉
越
入
沼
田
太
郎
資
秀

以
下
名
主
を
記
し
て
み
る
事
、
前
述
若
独
國
惣
閏
敏
帳
紅
武
麺
名
・
宮
同
名
・
秋
里
名
・
吉
松
名
等
の
國
衙
入
給
の
名
を
見
る
事
、
南
騨

誰
誰
書
新
影
爲
本
旨
五
冊
所
牧
延
慶
ご
年
加
賀
心
得
橋
郷
内
検
瞬
録
に
「
在
磨
名
篇
之
」
と
あ
り
、
叉
同
内
検
名
寄
に
名
役
と
あ
る
単
弁
よ

り
し
て
、
國
衙
領
が
蕪
園
罰
様
名
主
を
根
抵
に
し
て
成
立
し
て
み
た
事
を
推
論
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
い
て
國
衙
領
も
蕪
園

と
尚
じ
内
陣
構
造
で
あ
っ
た
と
鷺
ひ
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
蘇
閣
と
は
異
つ
π
國
祝
聖
の
三
段
階
に
よ
る
統
制

（36S）



四

　
と
に
角
…
國
衙
領
は
鎌
倉
時
代
に
も
國
藤
壷
の
組
織
の
下
に
蕪
領
化
せ
す
に
残
～
り
、
在
瀦
画
人
や
名
主
の
磁
力
を
根
抵
と
し
て
あ
り
、
殊

に
郷
領
は
塗
國
に
無
く
伸
び
た
。
武
士
は
か
、
る
地
方
の
實
勢
力
を
悲
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
・
、
國
編
領
の
外
形
の
支
持
に
も
内

容
の
張
化
に
も
、
深
い
夏
鳥
を
有
し
九
。
先
づ
避
士
が
國
侮
や
准
総
と
接
漏
し
、
嘗
て
の
瞬
司
の
幣
び
九
任
務
を
自
己
の
任
と
し
て
灘
承

し
、
新
七
く
之
を
櫓
っ
て
行
っ
た
事
を
見
や
う
と
恩
・
幽
。

　
そ
の
…
つ
は
薩
強
磁
記
訪
集
五
肌
牧
建
治
二
年
八
熊
日
の
数
多
石
築
地
役
支
藩
荘
文
案
で
、
此
前
年
執
穰
北
條
時
塞
か
断
乎
元
使
杜
世

恵
、
等
を
鎌
倉
に
斬
っ
て
…
戦
を
疑
蒼
し
た
の
に
慮
じ
、
薩
摩
國
守
護
代
も
國
内
の
諸
領
に
命
じ
、
そ
の
田
緻
に
演
じ
て
蕎
坦
を
修
築
せ
し

　
　
　
麟
祷
領
a
武
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
二
十
七
巷
　
鑛
羅
號
　
　
　
烈
謀

の
下
に
あ
・
り
、
軍
な
る
名
繊
の
聚
舎
騰
で
な
く
、
即
ち
蹴
に
私
的
財
を
綴
抵
と
す
る
結
合
で
な
く
、
郡
と
か
螂
と
か
公
的
生
活
の
代
表
藩

の
集
ま
O
と
し
て
の
面
を
併
せ
有
し
た
の
で
あ
っ
た
．
國
衙
領
の
蕪
園
を
特
に
保
と
総
し
、
蕪
と
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
ふ
事
も
、
難
が
蕪

田
の
…
即
ち
私
立
の
1
聚
合
で
あ
る
に
戯
し
、
保
は
…
個
の
郷
か
そ
の
儘
保
に
化
す
る
場
合
が
多
く
、
さ
う
で
な
く
と
も
と
に
角
輩
な
る

財
の
集
ま
り
で
な
く
、
入
格
を
備
へ
た
槻
立
入
の
結
虞
す
る
…
幽
彊
と
雪
ふ
性
質
か
ら
そ
の
名
が
撃
て
み
る
も
の
と
愚
ふ
。
か
く
叢
閣
公

領
共
に
名
田
を
根
撫
と
し
職
事
は
、
逆
に
蕪
園
の
持
つ
意
義
を
從
來
よ
り
鋏
小
に
し
、
怠
癖
の
國
郡
郷
の
下
に
露
華
名
主
が
結
綴
さ
れ
た

事
、
鞭
っ
て
武
士
は
必
ず
し
も
蕪
園
を
母
胎
と
し
た
の
で
な
く
、
蕪
公
何
れ
の
根
抵
に
も
な
つ
熊
、
名
」
か
ら
娼
、
之
を
基
礎
と
し
て
遜
出

し
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
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信
融
償
國
難
掌
則
稲
聴
紳
磯
胃
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
へ
　
　

　
欲
早
任
先
例
被
仰
下
志
久
見
地
粗
布
河
新
左
衛
門
尉
飽
抽
以
下
名
主
等
捌
ケ
年
堂
東
灘
願
國
樵
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
じ
り
　

　
右
云
先
例
云
遡
々
傍
（
例
醗
ヵ
）
無
子
細
之
上
、
去
四
月
膏
二
日
笥
二
可
遽
國
検
下
家

倫
旨
明
白
也
、
撚
早
可
巡
行
之
旨
、
被
仰
下
総
成
乃
皇
威
功
、
恐
三
夏
上
如
露

　
　
元
論
予
四
年
・
九
月
　
醸

と
あ
る
女
書
と
逸
品
っ
て
、
原
則
と
し
て
八
ケ
年
｝
度
の
國
内
難
曲
籟
検
田
が
霞
衙
の
名
の
下
に
、
旧
記
勢
力
冷
借
わ
て
行
は
れ
た
事
が

　牧と　　囲ナこ之勧め
信のあ但之衙のに月る 　

照
衙
頼
と
武
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
策
四
季
　
　
鷲
四

事
を
、
調
庸
職
藤
原
某
・
大
介
無
税
所
藤
越
鳥
金
輪
鷹
嘗
人
と
協
力
し
て
行
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
ゆ
叉
同
書
所
牧
建
治
二
年

薩
塵
國
難
掌
に
下
し
た
太
宰
府
下
丈
に
、
ム
れ
ば
、
蒙
古
凶
賊
調
伏
の
爲
に
総
桜
天
満
宮
井
び
に
國
分
寺
の
修
造
を
命
じ
て
み
る
が
、

　
　
　
…

も
公
家
武
家
巌
穴
醗
の
忠
勤
を
致
す
べ
き
聯
が
記
さ
れ
、
守
護
の
指
導
の
下
に
國
衙
領
を
動
か
し
て
、
庶
家
的
活
動
に
参
加
せ
し
め

で
あ
っ
た
。
前
蓮
杵
築
大
靴
御
霊
宮
の
薬
事
に
國
司
並
び
に
國
術
の
謡
講
を
表
爾
に
立
て
、
守
護
や
地
頭
が
奉
仕
し
て
み
る
事
も
、

の
任
務
を
守
護
が
糠
承
す
る
に
簸
る
一
鰻
程
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

に
つ
い
で
は
國
術
検
削
の
守
護
代
行
が
あ
る
。
前
之
石
見
國
貞
、
慮
二
年
三
月
の
田
敏
注
丈
に

於
公
郷
分
者
、
以
去
建
保
六
年
検
注
田
激
注
進
之
、
爲
守
護
所
沙
汰
、
先
進
m
掛
付
纏

り
、
國
衙
の
研
数
注
文
の
形
式
を
取
り
乍
ら
、
事
實
に
於
て
は
守
護
新
沙
汰
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
、
市
川
丈
書
所

（　．a70　）



知
ら
れ
、
守
護
は
國
衙
の
仕
事
を
助
け
代
行
し
．
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
勢
力
を
伸
長
し
た
事
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ろ
。
石
見

興
奮
塗
絵
が
國
携
押
穫
よ
撃
て
、
や
奪
、
弊
と
誉
、
そ
陶
工
毒
仁
三
鍋
原
撃
の
嬢
（
幸
田
家
什
書
一
之
…
）
に
よ
る
と

國
領
＋
五
筒
所
、
蕪
領
二
鰹
所
で
あ
っ
た
と
い
ふ
の
も
、
武
士
の
大
勢
力
が
蕪
領
よ
6
も
國
衙
に
勢
力
を
持
つ
事
に
よ
O
饗
達
し
易
か
っ

た
事
を
物
語
っ
て
み
る
と
思
ふ
。
吾
妻
鏡
を
見
て
も
在
臆
の
勢
力
が
甚
だ
濾
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
事
が
明
、
b
か
で
あ
る
。
帥
ち
治
承

四
年
八
月
廿
五
臼
の
條
に
は
俣
野
五
郎
崇
人
が
駿
河
國
鶴
代
橘
遠
忌
の
軍
勢
を
粕
具
し
て
甲
斐
國
の
源
氏
を
襲
ば
う
と
し
た
事
、
同
九
月

十
三
臼
に
上
総
國
に
頼
朝
が
落
着
い
た
時
、
曾
爾
頼
が
父
干
葉
常
胤
に
當
國
目
代
は
壇
家
方
人
で
あ
る
と
言
っ
た
と
あ
り
、
同
十
月
一
日

に
は
前
述
橘
遠
茂
が
遠
江
駿
河
爾
國
の
軍
士
を
催
う
し
て
る
る
事
が
見
え
、
手
家
の
時
既
に
貝
代
が
一
國
の
武
士
の
蝋
色
者
と
し
て
、
後

の
守
謹
的
な
地
位
に
あ
る
喜
を
思
は
し
め
、
之
に
算
し
頼
朝
も
、
十
耳
五
日
に
は
武
藏
國
の
諸
離
事
を
磨
滅
宮
入
並
び
に
諸
郡
司
等
に
命

じ
て
沙
汰
せ
し
め
る
事
を
、
江
戸
太
鄭
重
長
に
令
し
、
翌
治
承
五
年
厩
並
び
に
姫
君
の
邸
を
建
て
る
に
つ
き
、
庄
公
別
納
の
地
を
問
は
命

工
匠
を
召
進
め
る
様
に
安
房
國
在
臆
に
命
じ
、
瀞
永
三
年
三
月
並
五
日
土
肥
次
鄭
實
果
を
備
中
國
に
遣
し
、
麗
務
を
行
は
し
、
在
臆
散
位

藤
原
資
親
以
下
数
人
を
本
職
に
還
補
し
て
居
る
。
こ
の
や
う
に
頼
朝
の
態
度
は
在
学
の
仕
事
を
継
承
す
る
藥
に
あ
っ
て
、
之
を
破
壌
す
る

事
で
は
な
い
。
か
う
し
た
方
針
が
上
に
あ
っ
て
、
守
護
の
國
衙
の
仕
事
纏
承
が
割
合
順
調
に
行
は
れ
、
守
護
と
在
臆
の
關
係
も
張
制
的
に
上

か
ら
結
付
け
ら
れ
て
行
っ
た
も
の
で
な
く
、
可
威
次
第
に
育
，
域
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ
。
恐
ら
く
目
代
等
在
磨
官

入
と
郷
瑚
名
主
等
の
結
合
は
可
域
強
く
、
そ
の
結
合
の
強
さ
あ
っ
て
、
始
め
て
之
簿
螂
旬
名
主
等
が
蕪
領
に
鷲
…
食
さ
れ
る
事
を
冤
れ
さ
せ

た
の
で
あ
っ
て
、
高
野
山
為
書
八
雛
所
帯
一
七
九
七
盗
塁
二
年
十
一
月
の
東
寺
証
歌
案
に
見
え
る
如
く
、
門
戸
盗
地
の
園
旬
が
屠
代
以
下

　
　
　
懸
衙
領
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
第
鰻
號
　
　
　
五
蹴

（37ユ）



　
　
　
購
箭
領
と
武
ま
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
舞
羅
號
　
瓢
六

在
鷹
宮
人
を
3
一
癒
し
て
、
荒
河
庄
に
侵
入
し
た
如
く
、
軍
に
蕪
領
化
に
抗
す
る
の
み
な
ら
す
、
逆
に
之
を
呑
め
る
勢
ひ
に
あ
る
有
力
な
國

劉
衝
心
も
あ
り
、
之
簿
の
聞
に
は
既
に
守
護
勢
力
の
緑
台
が
見
ら
れ
る
と
思
ふ
。
新
も
く
置
か
れ
た
守
護
が
、
こ
の
や
う
な
國
衙
領
の
結

合
を
勝
手
に
引
裂
き
得
な
か
っ
た
事
は
見
易
い
所
で
、
上
遠
の
如
く
極
め
て
心
し
て
薄
徳
を
手
懐
け
、
守
護
勢
力
の
伸
長
が
徐
々
に
行
は

れ
た
も
の
と
思
ふ
。
薩
藩
奮
記
前
集
＋
漸
牧
元
轡
エ
ニ
年
守
護
狩
支
配
注
丈
に

　
　
　
加
治
木
郷

　
郡
司
　
　
　
歩
兵
狩
人
廿
入

　
上
木
田
大
換
　
　
　
＋
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

下
木
異
抵
　
　
＋
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偶

と
あ
り
、
翌
四
年
同
渡
文
に

　
　
　
ト
ゴ
　
　
ゆ
・
ゴ
　
　
餐

　
　
　
雁
に
　
肇
ゾ
　
票

　
税
所
介
　
歩
兵
狩
入
骨
「
人

　
総
検
狡
　
　
　
　
　
＋
人

　
曾
鄭
剃
　
　
　
　
　
五
入

　
河
俣
大
回
　
　
　
　
　
八
人

等
と
見
え
る
の
も
盗
、
聴
蕪
蒸
郡
周
等
を
其
盤
安
堵
し
て
、
守
護
の
支
配
下
に
参
ぜ
し
め
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
．
）
こ
の
様
に
武



士
側
の
國
術
在
臆
に
封
ず
る
態
度
は
否
定
的
で
な
く
、
磁
承
的
融
和
的
で
あ
っ
た
と
見
る
事
が
繊
隠
る
．

　
こ
の
慕
は
郡
網
以
下
に
諾
し
て
は
更
に
著
し
く
、
恐
ら
く
大
抵
の
郡
毒
血
司
は
鎌
倉
時
代
に
も
蓉
の
儘
そ
の
位
置
に
あ
む
、
律
禽
制
の

魔
弛
を
外
に
し
て
、
寧
ろ
｝
層
地
方
生
活
の
中
心
勢
力
と
し
て
活
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
そ
の
一
例
は
下
直
園
の
郡
で
前
引
建

治
二
年
博
多
満
の
石
築
地
役
を
課
せ
ら
れ
た
者
の
交
名
の
中
に
は

　
本
名
永
用
五
十
丁
五
丈
　
御
籏
入
郡
捌
氏
準

　
未
丸
十
七
丁
七
反
　
　
　
郡
劃
伊
賀
房
行
公

等
が
あ
り
、
同
書
前
集
十
一
所
牧
元
徳
瓢
年
十
一
月
の
谷
山
五
郎
入
道
畳
信
代
教
信
亘
漫
歌
案
に
は
「
國
領
者
以
郡
司
號
地
頭
、
至
庄
園

以
下
副
総
地
車
」
と
あ
り
、
蕪
領
の
下
司
を
地
頭
と
し
た
如
く
、
郡
謂
を
地
頭
と
し
た
と
云
ひ
、
隣
の
大
隅
國
で
も
新
編
蘭
縦
氏
世
録
蕉

統
系
圃
所
牧
建
仁
三
年
十
月
三
日
の
留
守
所
下
丈
に
よ
る
と
、
岡
國
薦
尊
重
俣
鄭
鳶
司
沙
彌
行
麟
を
地
頭
に
補
任
し
、
嘉
暦
二
年
二
月
四

臼
沙
彌
行
智
の
東
歌
に
は
大
隅
國
輔
寝
院
南
榎
地
頭
衆
、
郡
瑚
と
行
智
に
肩
書
し
て
居
て
、
之
等
郡
湖
が
郷
家
入
と
な
ら
地
頭
と
な
る
事
に

よ
っ
て
、
二
藍
の
郡
禰
の
地
位
を
捨
去
っ
た
わ
け
で
な
い
事
を
示
し
て
み
る
さ
前
蓮
天
治
三
年
伊
賀
國
名
張
郡
副
群
、
永
承
三
年
紀
餅
國

郡
許
院
納
所
解
等
に
よ
っ
て
も
、
、
挙
安
出
代
に
於
い
て
鄭
司
の
地
位
が
地
方
生
活
の
一
中
心
で
あ
っ
た
纂
は
明
ら
か
で
、
そ
の
地
位
は
中

央
の
政
治
推
進
力
の
憂
化
に
左
右
さ
れ
る
玉
露
合
に
少
く
、
中
央
は
叉
常
に
郡
司
以
下
を
さ
う
勝
手
に
移
動
せ
し
め
得
な
か
っ
た
の
鰭
あ

ら
・
つ
と
思
ふ
，
蹴
膿
官
田
記
・
文
安
六
年
五
『
月
十
九
日
の
條
に
よ
る
と
、
中
原
康
弾
則
は
大
炊
寮
領
…
丹
波
闘
一
粟
安
保
の
癖
・
に
就
…
き
、
嗣
顧
闘
天
田
郡
々

則
堀
孫
次
郎
の
館
を
訪
ひ
、
今
安
保
年
貢
の
引
渡
を
求
め
、
翌
二
十
撰
郡
司
の
便
を
諾
し
て
、
今
安
に
入
部
し
て
み
る
。
之
も
郡
魂
の
勢

　
　
　
鰹
構
領
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箆
篇
＋
七
巻
郷
鰻
醗
　
　
団
七
’
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麟
籍
領
と
武
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
℃
巻
　
第
宇
目
　
　
　
鷲
八

力
が
在
地
に
牢
閻
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
有
し
た
一
誰
で
あ
る
と
思
ふ
。
尾
張
國
二
元
命
の
非
法
を
訴
へ
た
百
姓
の
頭
．
に
立
つ

た
奢
も
欝
欝
で
あ
る
し
、
薙
公
を
購
は
や
郡
璃
の
勢
力
は
無
筆
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
郡
と
い
ふ
地
方
制
度
の
羅
位
は
軍
に
無
意
味
に

淺
存
し
た
の
で
は
な
く
、
中
央
と
蓬
絡
の
あ
る
事
に
よ
り
、
勢
力
の
交
替
の
よ
り
起
り
易
い
國
衙
在
野
に
議
し
、
灘
司
は
よ
り
純
然
た
る

在
地
勢
力
の
代
表
春
と
し
て
、
深
く
地
方
生
活
に
根
を
下
し
て
み
た
事
に
基
づ
く
も
の
と
考
へ
た
い
。

　
郡
瑚
に
比
し
螂
司
は
そ
の
勲
が
絶
封
的
に
多
い
事
か
ら
、
郷
地
頭
の
存
在
は
著
し
く
目
に
鋤
く
。
一
二
の
例
を
承
せ
ば
、
茂
木
文
書
所

牧
正
論
二
年
十
二
月
二
日
の
將
軍
家
政
所
下
文
に
、
“
る
と
、
藤
原
知
盛
は
下
野
國
東
眞
壁
郡
内
四
簡
郡
の
地
顕
職
を
安
堵
さ
れ
、
仁
和
寺

丈
書
厨
牧
責
感
冗
年
七
月
七
日
目
湖
東
下
知
歌
に
よ
る
と
、
但
馬
顯
多
氣
郷
地
頭
沼
田
三
郎
、
三
方
螂
地
頭
澁
谷
三
郎
、
臼
景
郷
地
頭
越

生
馬
允
等
が
、
御
室
御
領
同
國
新
井
庄
の
地
を
郷
領
と
し
て
押
領
し
た
事
を
聡
し
、
郷
副
が
録
倉
時
代
に
は
地
頸
と
な
っ
て
、
荘
領
の
下

司
が
蕪
地
頭
と
な
っ
た
如
く
、
一
暦
活
語
な
活
動
を
開
始
し
、
地
方
生
活
を
中
央
の
生
活
へ
と
繋
ぎ
高
の
る
役
割
を
演
じ
た
と
思
ふ
．
．
元

來
律
令
鋼
の
郷
の
学
窓
は
郷
長
と
照
し
た
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
挙
安
中
期
に
は
郷
司
を
撫
す
る
に
至
っ
て
み
る
。
例
へ
ば
石
清
水
丈
書

第
二
冊
四
八
三
筑
前
國
治
安
二
年
の
國
符
に
夜
須
東
郷
司
に
宛
て
た
も
の
が
あ
り
、
東
大
寺
丈
書
第
二
磁
器
訪
第
五
傍
所
思
慮
保
二
年
六

月
一
臼
斗
米
留
守
祈
下
文
に
は
客
部
螂
虚
無
佳
欝
欝
に
製
し
、
東
大
寺
御
封
便
補
の
保
と
し
て
、
萬
難
事
免
を
令
し
て
み
る
。
こ
の
や
う

に
郷
領
が
私
領
化
す
る
際
に
、
郷
長
は
郷
副
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
此
事
は
郷
領
が
蕪
園
化
す
る
事
で
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
前
に
も
蓮
べ
た
如
く
、
郷
が
私
的
灌
力
の
下
に
転
せ
し
め
ら
れ
る
黙
に
於
い
て
飛
園
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
事
に
ま
っ
て
決
し
て
他

の
公
的
な
薗
、
即
ち
郷
民
生
活
の
諸
重
工
が
央
は
れ
た
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
前
引
画
家
丈
書
所
牧
の
杵
築
大
野
御
遜
富
榊
事
次
第
注
丈

（：一S74）



に
は
、
細
男
や
研
樂
は
相
撲
と
岡
じ
く
掃
墨
に
宛
て
ら
れ
、
國
中
の
膜
樂
等
が
勤
仕
し
た
と
あ
り
、
園
の
行
慕
に
繋
が
る
や
う
な
螂
民
の

公
的
生
活
は
、
そ
の
、
楓
懐
化
に
も
拘
ら
．
で
失
は
れ
な
か
っ
た
．
、
勤
修
寺
家
本
壷
中
浮
貸
部
類
」
年
中
行
事
一
罫
書
に
牧
め
る
承
安
元
年
稻
毛

　
　
ゆ

本
郷
の
．
検
淀
目
録
断
簡
に

紳
里
町
二
段
麗
懇
鋸
願
段
蓄
饗
砲
三
段
　
　
　
　
・

と
あ
．
る
事
も
、
飛
競
鎭
近
心
．
前
に
螂
鎭
守
が
あ
り
、
蕪
園
墨
守
L
小
り
よ
り
地
方
民
生
活
の
、
中
心
に
な
っ
て
居
り
、
郷
の
ド
蕪
劇
化
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
其
以
前
よ
・
り
の
古
い
信
仰
を
保
持
し
て
み
た
も
の
・
唱
㌦
あ
ら
う
と
恩
ふ
。
．
例
へ
ば
霧
砲
本
醍
醐
望
事
記
尊
閣
に
醍
醐
寺
八
幡
宮

放
生
會
の
相
撲
に
山
城
園
宇
治
郡
山
科
郷
と
小
野
郷
よ
り
一
入
宛
灘
…
め
、
る
事
に
な
っ
て
み
た
所
、
渤
修
寺
氏
入
か
ら
山
科
里
も
小
野
黒
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

渤
修
寺
八
幡
を
奉
養
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
醍
醐
の
方
は
駆
除
さ
れ
た
い
と
畷
ひ
出
て
、
嘗
磁
田
に
よ
・
り
冤
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
郷
鎭
守
の

郷
民
に
封
ず
る
關
係
は
領
主
の
勢
力
で
容
易
に
左
右
し
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
郷
の
生
活
に
は
其
他
欄
外
の
勢
力
は
領
主
と
難

も
さ
う
勝
手
．
に
な
ら
な
い
も
の
、
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
○
”
て
の
・
事
が
郷
領
を
國
術
額
の
．
基
礎
と
し
て
存
継
さ
せ
、
蕪
を
証
し
た
土
、
地
に
も
、
そ

　
　
　
　
　
ザ

の
．
下
に
幾
つ
か
の
．
螂
を
含
み
存
せ
し
め
た
原
困
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
南
灘
寺
領
遠
江
園
初
倉
庄
が
江
富
螂
・
脊
守
郷
・
藤
江
癩
・
鮎
河
郷

倉
よ
農
2
し
融
如
き
そ
の
難
じ
鷲
。
（
慰
撫
家
隷
響
饗
）
。
後
塗
町
時
代
の
護
大
名
領
が
響
毒
魚
と
し
震
立

す
る
縁
由
も
、
既
に
鎌
倉
時
代
武
士
纏
か
郷
村
を
主
な
導
燈
と
し
て
み
た
事
に
求
め
ら
れ
る
と
思
ふ
。
武
士
が
地
方
勢
力
を
代
表
し
た
と

喬
は
れ
る
の
．
も
、
癩
地
頭
や
村
地
顕
と
し
て
の
．
武
士
が
武
士
話
説
の
中
心
勢
力
で
あ
り
、
郷
村
の
地
頭
が
郷
村
の
公
共
生
活
の
よ
き
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
…

表
者
で
あ
っ
た
事
を
認
め
る
事
に
よ
・
り
、
遙
か
に
呉
驚
異
に
理
．
解
で
き
る
と
恩
ふ
。
御
威
敗
式
購
第
蝋
條
に
紳
蕨
の
修
理
．
、
恒
例
の
祭
祀

　
　
　
躍
衙
領
と
武
索
　
　
　
　
　
　
　
　
己
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
．
　
第
二
十
七
巷
第
欄
號
　
　

照
門

（375）



　
　
　
灘
得
領
と
黙
止
　
　
　
　
、
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
二
＋
鴫
巻
第
四
號
　
　
六
〇

の
奉
仕
議
を
、
．
地
麟
燃
融
㌣
王
に
命
∴
じ
て
る
る
の
も
、
我
闘
…
薄
統
の
祭
政
ご
蚊
の
勲
粥
勲
判
に
よ
る
・
も
の
と
は
一
訳
へ
、
縮
腿
麟
四
以
來
鎌
愈
の
方
針
。
か
、
園

郡
駕
の
任
務
を
爪
糞
し
、
地
方
生
濡
の
安
飽
を
旨
と
し
、
其
事
に
よ
っ
て
天
下
直
黒
を
將
欲
し
よ
う
と
し
た
纂
の
一
つ
の
焦
れ
で
あ
っ
て

地
頭
設
置
に
よ
り
、
隠
郡
郷
の
欝
欝
を
濫
り
に
攣
属
し
や
う
と
し
な
か
っ
た
事
の
二
八
明
と
も
受
取
れ
よ
う
。
杵
築
大
尉
餅
糊
宮
祭
へ
の

守
勲
醍
地
羅
蝋
の
参
加
、
五
蹴
爪
漁
騙
噂
剛
氷
三
年
正
月
十
七
臼
断
桝
牧
の
、
治
承
六
年
七
廻
上
紳
脚
棲
…
介
廣
常
の
申
果
留
麟
の
泰
挙
、
頼
朝
の
武
灘
黙
認
勝
つ
た

上
総
國
一
宮
へ
の
願
丈
等
、
御
域
敗
無
口
の
第
一
侮
が
武
士
の
臼
常
生
活
に
甚
だ
深
い
意
義
を
持
っ
て
る
た
纂
を
恩
は
し
め
る
の
で
あ
る

即
ち
武
士
が
地
方
か
ら
出
た
と
雷
ふ
こ
と
は
、
常
に
地
方
の
生
活
を
霊
ん
じ
、
地
方
生
活
の
精
榊
的
中
心
で
あ
る
、
一
宮
や
郷
耽
の
尊
儒

に
よ
り
、
地
方
民
の
生
活
と
融
即
す
る
面
を
強
く
保
持
し
て
み
た
事
を
恋
嘉
す
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
，

　
中
毒
篭
耳
生
活
に
於
い
て
、
蕪
園
よ
り
も
そ
の
下
に
あ
る
名
瞬
が
よ
り
注
目
さ
れ
る
べ
羊
歯
濟
階
位
で
あ
る
と
私
は
主
張
し
て
來
た
が

然
も
武
士
が
名
主
職
を
認
め
乍
ら
、
地
方
行
政
輩
位
と
し
て
は
名
を
と
ら
す
、
螂
・
村
を
取
上
け
た
の
も
、
郷
，
村
が
如
何
に
私
的
領
有
や

所
有
の
下
に
晒
さ
れ
て
も
、
猶
且
公
的
な
性
質
の
　
画
を
岡
持
し
て
み
た
に
饗
し
、
名
が
軍
に
私
的
な
財
の
封
象
と
し
て
の
醐
を
堅
く
持

っ
て
る
た
事
に
よ
る
と
思
ふ
、
ソ
脚
ち
維
濟
生
活
に
於
い
て
は
名
を
、
政
治
生
活
に
於
い
て
は
郷
村
を
中
心
と
し
た
の
が
、
鎌
倉
時
代
瀧
會

の
ご
特
性
で
あ
っ
た
と
考
へ
た
い
。
こ
の
や
う
に
し
て
避
溢
は
守
護
と
し
て
害
毒
の
政
を
受
機
ぐ
｝
方
、
郷
村
の
代
表
者
と
し
て
、
古
來

の
村
政
を
織
面
し
、
之
を
破
ら
う
と
す
る
直
轄
領
主
等
の
恣
意
に
輸
し
て
、
村
郷
を
守
る
伍
務
を
果
し
た
も
の
と
恩
ふ
。
從
來
と
し
て
も

　
　
浄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

螂
村
の
生
活
は
中
央
と
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
斌
士
が
出
る
に
至
っ
て
、
却
っ
て
此
の
繭
の
蓮
絡
を
助
け
る
こ
と
に
進
み
、
．

武
士
の
か
誠
る
國
愚
者
制
擢
承
は
羅
な
る
諸
掛
で
は
な
く
、
よ
り
ょ
く
郷
村
生
活
を
趨
勢
…
生
活
へ
と
結
付
け
る
　
畢
に
な
っ
た
と
考
へ
る
事

（；｝76）



五

　
律
令
翻
地
方
人
渡
と
し
て
は
、
雷
ふ
迄
も
な
く
郷
の
下
に
里
が
あ
っ
た
。
こ
の
里
は
螂
長
が
い
つ
し
か
筆
下
に
墾
つ
た
如
く
、
い
つ
し

か
村
に
塗
っ
て
み
た
。
國
郡
郷
を
綴
航
し
た
武
士
は
當
然
こ
の
村
を
も
そ
の
儘
に
受
装
い
だ
筈
で
あ
る
。
野
守
丈
書
に
陸
奥
國
宮
城
郡
高

用
名
内
下
部
柑
。
岩
切
村
。
金
山
椿
村
。
南
宮
村
等
の
地
頭
職
を
疋
安
こ
年
沙
彌
講
話
よ
◎
嫡
孫
籏
明
に
譲
渡
し
て
み
る
の
も
、
武
士
が
村

政
を
其
手
に
牧
め
て
み
た
一
識
で
あ
る
。
併
し
果
し
て
大
隅
國
奇
態
氏
が
郡
副
に
し
て
地
頭
を
嬢
ね
た
如
く
、
村
地
頭
が
村
長
の
地
位
を

鯨
璽
し
て
置
か
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
は
し
い
。
尭
濠
端
令
制
に
於
い
て
郷
と
い
ふ
聡
位
が
蕊
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
に
亡
し
村
や
里
が
行
政
上

霊
要
所
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
所
で
、
東
大
寺
領
伊
賀
歯
黒
研
蕪
の
出
作
名
女
の
官
物
牧
納
の
事
も
郡
郷
に
よ
っ
て
行

は
れ
て
る
る
．
．
賓
鏡
寺
丈
書
斯
牧
年
號
は
な
い
が
、
鎌
倉
末
吉
野
時
代
頃
の
備
前
園
之
國
衙
御
料
所
沈
文
爲
に
も
、

　
一
上
道
螂
領
寂
國
絹
御
敷
地
に
て
候

　
葎
島
郷
領
領
裁

　
｝
可
知
郷
領
蒙

　
一
腐
讃
郷
領
家

　
　
　
穂
鰐
領
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
第
繊
號
　
　
山
会

（377ン

が
で
き
や
う
。

蕪
園
側
並
び
に

の
す
べ
て
が
か
Σ
る
事
を
十
分
霞
冠
し
て
行
っ
た
か
否
か
は
疑
聞
と
し
て
も
、
郷
村
の
よ
き
代
表
看
で
な
け
れ
ば
、

御
器
入
相
五
の
書
誌
の
中
に
あ
っ
て
、
宿
己
の
地
位
を
維
持
獲
済
せ
し
め
る
銀
は
難
か
し
か
っ
た
で
あ
ら
う
○



’

　
　
　
麟
衙
領
と
武
士
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
谷
　
第
照
號
　
　
　
穴
二

　
一
牧
石
郷
領
家

総
理
と
あ
る
如
く
、
富
永
名
・
物
鰹
保
・
駿
部
保
・
膨
隆
寺
國
ケ
分
・
大
西
庄
本
斯
分
を
除
い
て
は
全
べ
て
郷
を
記
し
て
み
て
、
鎌
倉
時
代
に

も
前
代
の
製
鋼
覗
の
風
を
大
慌
受
整
い
だ
事
が
考
へ
ら
れ
る
、
．
之
は
必
射
し
も
村
の
生
活
全
般
が
算
重
さ
れ
な
か
っ
た
事
を
物
語
る
も
の

で
は
勿
論
な
い
0
で
あ
っ
て
、
行
政
輩
位
と
し
て
の
村
が
郷
程
璽
観
さ
れ
な
か
っ
た
事
、
村
長
の
樺
…
勢
が
郷
士
の
如
く
強
力
で
な
か
っ
た

事
蕉
基
づ
く
の
で
な
い
か
と
思
ふ
．
既
に
千
安
中
期
以
後
に
は
嬬
覇
の
欝
憤
は
数
多
く
史
料
ヴ
4
2
残
し
て
み
る
が
、
村
長
の
炭
料
は
甚
だ
少

い
、
慶
延
本
醍
醐
雑
寝
記
七
コ
八
五
第
一
堅
粥
書
に
印
東
㈱
庄
螂
瑚
村
銀
製
交
名
を
見
る
他
、
寡
聞
に
し
て
村
渕
の
事
あ
る
を
知
ら
な
い
。

学
園
に
於
い
て
江
戸
時
代
な
ら
ば
村
応
屋
を
帯
喚
し
て
驚
慌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
時
に
も
、
蕪
園
領
主
は
村
長
村
瑚
で
な
く
、

村
の
古
老
百
姓
を
呼
ん
で
み
る
、
．
之
は
尤
來
村
長
の
地
位
が
郷
網
郡
湖
の
如
く
政
治
的
に
強
力
な
も
の
で
な
く
、
歯
舞
職
的
な
も
の
で
あ

り
、
．
村
長
の
地
位
は
村
の
古
老
の
助
力
に
、
小
命
丈
持
さ
れ
、
村
政
も
鳥
膚
力
者
の
助
言
に
よ
っ
て
執
行
は
れ
て
る
た
も
の
で
、
政
治
的
に

権
力
的
に
村
を
支
配
す
る
や
う
な
力
は
村
長
に
は
な
く
、
村
長
の
性
賛
は
そ
ん
な
性
質
．
よ
り
も
、
よ
り
多
く
村
民
の
公
僕
と
な
る
事
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恵
ふ
。
御
、
域
敗
論
鋒
第
三
條
に
も
諸
國
壌
．
護
入
が
代
富
を
郡
郷
に
分
補
す
る
事
を
言
っ
て
、
村
に
補
し
た
事
は
見

え
す
、
新
編
邉
加
一
喝
領
年
貢
事
の
條
に
鮒
欝
以
前
に
年
買
を
牧
め
な
か
っ
た
所
は
、
別
納
の
地
は
政
所
に
牧
解
し
、
例
郷
は
所
帯
を
改

易
す
．
る
と
規
定
し
て
み
る
の
も
、
鎌
倉
幕
府
が
地
方
行
政
輩
位
と
し
て
、
郷
を
重
用
し
て
村
を
取
ら
な
か
っ
た
爲
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

之
に
封
し
勿
論
村
地
頭
黒
鍵
の
事
が
ゆ
る
が
、
之
は
御
域
壁
式
闘
第
三
十
八
條
一
御
地
頭
押
妨
斯
領
内
名
主
職
事
の
條
に
、
総
地
頭
が
領

内
の
村
を
掠
領
す
る
纂
を
止
め
て
み
る
如
く
、
村
の
土
地
が
地
頭
に
よ
っ
て
大
い
に
侵
、
略
躁
襯
さ
れ
、
か
く
て
村
地
頭
が
容
赦
な
く
村
長

op（　；37S　）



六

　
上
蓮
の
如
く
鎌
愈
時
代
に
は
上
に
於
て
は
守
護
が
仁
王
の
仕
事
を
糠
潔
し
、
下
に
激
て
は
郷
地
頭
が
螂
瑚
の
地
歩
を
圏
め
、
や
が
て
蕪

園
領
の
中
に
も
野
村
湖
を
復
活
さ
せ
、
い
つ
の
闇
に
か
墨
壷
郷
の
制
を
そ
の
生
活
の
中
に
と
り
い
れ
て
み
た
。
從
來
鎌
倉
幕
府
の
地
方
制

度
は
蝕
φ
取
上
ぴ
て
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
単
級
の
】
づ
は
幕
府
の
制
が
霞
然
に
域
長
か
・
待
つ
事
多
く
、
地
方
翻
度
に
画
し
て
も

薙
算
置
保
を
そ
の
儘
に
存
績
さ
せ
念
激
な
改
革
を
敢
て
し
な
か
っ
た
爲
に
、
之
を
考
へ
し
め
る
材
料
ご
乏
し
い
事
に
よ
る
。
第
二
に
は
幕

暦
臨
身
地
方
を
鷹
接
支
配
せ
す
、
之
を
御
家
入
に
委
せ
て
倉
ひ
、
幕
府
は
主
に
御
姦
人
統
綱
の
上
か
ら
地
方
行
政
隷
織
を
考
へ
る
に
す
ぎ

　
　
「
麹
徳
領
　
と
　
武
　
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
轡
　
簸
購
號
　
　
　
六
窯

の
地
位
を
奪
っ
て
、
そ
の
地
歩
を
潜
め
た
事
を
示
す
も
の
で
、
幕
府
が
村
を
そ
の
行
敷
軍
位
と
し
て
認
め
た
形
跡
が
な
い
。
併
し
其
纂
は

決
し
て
武
士
が
全
た
く
村
政
や
村
の
生
活
を
無
観
し
た
事
を
物
語
る
も
の
で
な
く
一
地
頭
と
し
て
外
部
よ
り
村
内
に
入
來
っ
て
、
村
政
の

中
心
を
握
り
、
村
限
り
の
諸
県
慣
を
奪
重
し
乍
ら
、
村
限
り
の
生
活
を
破
っ
て
、
之
を
よ
り
全
く
高
い
根
治
生
活
へ
引
付
け
た
も
の
で
あ

っ
歯
四
。
隔
心
ふ
に
村
鷹
凪
を
襟
…
力
か
の
る
顕
萄
と
す
・
⇔
原
閃
ご
ば
彼
一
り
か
電
工
納
の
役
に
蔚
の
・
⇔
｛
暴
に
誰
4
5
へ
ら
れ
聞
勃
い
の
ド
じ
あ
v
る
が
耐
、
臨
恥
ド
“
早
く
ト
？
り
徽
臥
納
の

纂
は
辮
濟
使
や
税
所
が
あ
っ
て
之
に
代
り
、
村
内
警
纂
の
事
も
検
非
違
使
や
刀
禰
が
あ
っ
て
之
に
繋
り
、
　
一
般
に
村
長
の
纏
勢
は
張
く
な

ら
な
か
っ
た
漸
へ
、
村
地
頭
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
村
地
頭
に
は
警
察
と
牧
納
の
爾
方
の
穰
を
行
ふ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら

郷
軍
瑚
を
地
頭
に
採
用
す
る
や
う
に
、
村
長
に
村
地
頭
を
鮫
ね
さ
せ
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
外
か
ら
村
地
頭
を
補
し
、
や
が
て
之
が

且哲

ｭ
・
ぜ
爆
γ
り
胴
村
一
長
に
代
つ
、
に
と
考
へ
ざ
る
を
繰
鴇
妹
．
い
Q
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な
か
っ
た
事
に
も
よ
る
．
．
併
し
上
蓮
の
如
く
ゑ
然
幕
府
が
地
方
行
致
を
無
締
し
た
の
で
は
な
く
、
實
際
に
は
却
っ
て
頗
る
地
方
の
償
翻
を

議
ん
じ
た
が
故
に
、
新
し
い
早
立
を
強
制
す
る
纂
な
く
、
現
存
の
諸
制
を
そ
の
倦
に
な
る
べ
く
保
た
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な

幕
府
の
地
方
安
歪
を
欲
す
る
政
策
が
、
欝
然
郷
制
の
獲
麟
を
助
長
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
蕪
公
を
問
は
す
郷
村
制
が
域
長
し
て
來
て
、
守
護

の
園
衙
接
近
と
相
懸
じ
て
、
麟
衙
領
の
根
強
い
心
尽
の
外
見
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
ウ
武
士
の
復
古
的
精
一
も
地
方
に
於
け
る
か
エ
る
現

實
的
な
瞬
標
即
ち
擬
制
的
な
蕪
領
を
内
か
ら
移
築
野
望
へ
組
立
て
直
さ
う
と
す
る
動
き
に
何
程
か
役
立
つ
た
も
の
と
思
ふ
。

　
以
上
に
よ
っ
て
鍮
倉
時
代
に
粗
當
國
衙
領
が
猫
存
し
た
察
の
原
因
が
幾
ら
か
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
ふ
。
併
し
之
に
江
っ
て
問
題

に
な
っ
た
鎌
倉
幕
府
の
地
方
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
甚
だ
不
完
全
に
し
か
槻
察
す
る
纂
が
出
來
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
郡
地
界
や
蕪
園
地

頭
・
郷
地
頸
・
村
地
頭
が
ど
ん
な
關
係
に
あ
っ
た
か
。
即
ち
之
等
、
が
並
列
的
で
あ
っ
た
か
、
階
段
的
で
あ
っ
た
か
、
或
ひ
は
郷
村
司
と
郷
村

地
頭
の
關
係
簿
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
部
分
を
多
分
に
塾
し
た
、
之
紅
つ
い
て
大
方
の
御
示
教
を
切
飽
す
る
次
第
で
あ
る
。
猫
國
術
領
蕪
園

と
し
考
へ
ら
れ
て
る
る
「
保
」
に
就
て
も
考
究
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
論
旨
が
繰
り
に
郵
亭
に
亙
る
恐
れ
が
あ
り
、
特
に
之
を
問
題
に
し
な

く
と
も
、
漸
期
の
田
的
は
大
方
果
し
得
た
と
愚
考
し
た
の
で
省
略
す
る
事
に
し
た
。

．
零
す
る
に
小
篇
は
測
算
考
へ
ら
れ
た
よ
り
蕪
園
の
閣
衙
領
侵
融
の
程
度
が
小
さ
く
考
へ
ら
れ
る
事
、
武
士
は
郷
村
を
碁
礎
と
し
て
、
薙

領
の
内
か
ら
の
愛
改
を
志
し
て
み
た
事
、
蕪
領
の
外
的
侵
略
の
み
が
武
士
の
日
指
し
た
所
で
は
な
か
っ
た
纂
を
蓮
べ
や
う
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
又
同
時
に
武
士
に
よ
る
地
方
生
活
の
保
護
獲
展
の
面
が
、
蕪
領
化
に
よ
る
地
方
生
活
破
子
の
｝
面
に
封
比
し
て
取
上
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
論
ま
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
何
か
と
御
示
教
を
賜
は
つ
た
裾
野
教
授
に
心
か
ら
御
軍
串
上
げ
る
。
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